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人口分布と医療費

人類史上類をみない超高齢化社会を迎える日本が、どのような対策を打ち
どのように切り抜けていくのか世界が固唾を飲んで見守っている。



経済財政運営と改革の基本方針2023（骨太の方針2023）

リハビリテーション、栄養管理及び口腔管理の連携・推進を図る。
全身の健康と口腔の健康に関する科学的根拠の集積・活用と国民への適切な情報提供、生涯を通じ

た歯科健診（いわゆる国民皆歯科健診）に向けた取組の推進、オーラルフレイル対策・疾病の重症化
予防につながる歯科専門職による口腔健康管理の充実、歯科医療機関・医科歯科連携を始めとする関
係職種間・関係機関間の連携、歯科衛生士・歯科技工士等の人材確保の必要性を踏まえた対応、歯科
技工を含む歯科領域におけるＩＣＴの活用を推進し、歯科保健医療提供体制の構築と強化に取り組む。
また、市場価格に左右されない歯科用材料の導入を推進する。



超高齢化社会において歯科が果たせる役割

介護予防 医科歯科薬科連携 介護

口腔機能低下症
（オーラルフレイル）

歯周病細菌感染症

歯の喪失
（咀嚼機能低下）

糖尿病

周術期連携

認知症

骨粗鬆症

訪問診療

摂食嚥下機能療法

ミールラウンド

歯科在宅診療地域連携室

要介護高齢者歯科



介護予防①

口腔機能低下症（オーラルフレイル）

2014年5月8日 朝日新聞 2019年10月29日 読売新聞



オーラルフレイル対策が重要な理由

１．咀嚼力（噛む力）
２．嚥下力（飲み込む力）
３．滑舌

オーラルフレイルはフレイルの初期段階に発現するため、オーラルフレイルをチェックアッ
プすることは、全身的なフレイルの早期発見・早期対応につながる。



口腔機能低下症の検査



口腔機能低下症（オーラルフレイル）予防



介護予防②

歯周病菌感染症



動画（あなたは歯周ポケットの中を見たことがありますか？）

大阪大学 教授 天野敦雄先生



介護予防③

歯の喪失（咀嚼機能低下）から始まる老化ドミノ

奥
歯
を
失
う
（
口
腔
機
能
低
下
症
）

噛
み
応
え
の
あ
る
食
品
を
敬
遠

タ
ン
パ
ク
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
低
栄
養

筋
力
低
下
（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

転
倒
・
骨
折
（
フ
レ
イ
ル
）

要
介
護
状
態
へ



歯の喪失 咬合力

咀嚼機能値（グルコセンサー）

正常値 200mg/dl

奥歯の喪失 150mg/dl

噛みづらい 120mg/dl



歯数・義歯と転倒の関係



医科歯科薬科連携

歯科の特異性

歯科では「定期検診（メインテナンス）」が一般的に認知されつつあり、
治療が終わっても患者さんが定期的に来院する仕組みができあがっている。

歯科はすべての世代が継続的に通院してくる医療機関である。

歯科医療関係者は、疾患を発病する前の人に出会える医療従事者である。

歯科の「連続性」という特徴を生かし、医科歯科薬科連携を推進することにより
発症予備軍の患者さんをピックアップできる



医科歯科薬科連携①

糖尿病（歯周病との負の連鎖）

歯周病

炎症性サイトカインTNF-αの
血中濃度が上昇

インスリンの働きが阻害
（インスリン抵抗性惹起）

高血糖の時間が増える
HbA1cの上昇

糖尿病

グリセミックロード上昇
（ブドウ糖負荷の増加）

歯肉に糖化タンパク質が蓄積
マクロファージ活性化・免疫低下

慢性持続性炎症
歯源性菌血症
咀嚼機能低下症





医科歯科薬科連携②

周術期連携（口腔機能管理）

2024/1/15

創部感染の防止

術後感染の防止

移植・人工物留置後の感染防止

口腔内合併症の防止

術後早期経口摂取

気管挿管時のトラブル防止





医科歯科薬科連携③

認知症



九州大学大学院歯学研究院の武 洲准教授と大学院歯学府博士課程４年生の曾凡（ソ ハン、日本政府奨
学金留学生）の研究グループは、中国北京理工大学生命学院の倪軍軍（ニイ ジュンジュン）准教授
（元九州大学助教）らとの共同研究により、歯周病原因菌であるジンジバリス菌（Pg菌）を全身に慢性
投与することにより、正常な中年マウスの脳外で産生される脳老人斑成分であるアミロイドβ（Aβ）が
脳内に取り込まれることを初めて発見しました。



MCI（軽度認知障害）



医科歯科薬科連携④

骨粗鬆症

薬剤関連顎骨壊死の病態と管理： 顎骨壊死検討委員会ポ
ジションペーパー2023



添付文書、医薬品リスク管理計画（RMP）で顎骨壊死について注意喚起されている医薬品

薬剤関連顎骨壊死の病態と管理： 顎骨壊死検討委員会ポ
ジションペーパー2023



介護①

訪問診療





動画（口腔ケアの手順）

陵北病院 副院長 坂口英夫先生

2024/1/15





介護②

摂食嚥下機能療法

６５歳～８４歳 ４位

８５歳～８９歳 ３位

９０歳～９９歳 ２位

１００歳～ ３位



2024/1/15



摂食嚥下機能療法の流れ
スクリーニングテスト

嚥下造影、内視鏡検査などの専門的検査

診断

歯科的治療 （義歯、舌接触補助床、軟口蓋挙上装置の製作）

摂食嚥下訓練 （間接訓練、直接訓練）

食事指導 （食形態、姿勢、食器の調整）

外科手術 （輪状咽頭筋切除、咽頭挙上術、喉頭蓋管形成術）



スクリーニングテスト

反復唾液嚥下テスト 空嚥下を30秒間繰り返す

改定水飲みテスト 冷水３ｍｌを嚥下させる

フードテスト スプーン1杯のプリンを摂食する

頸部聴診 呼吸音、嚥下音を聞く

咳テスト クエン酸水をネブライザーで噴霧し吸入する



先行期 食物の認識

準備期 口への取り込み、咀嚼、食塊形成

口腔期 咽頭への送り込み

咽頭期 咽頭通過 → 嚥下反射

食道期 食道通過

摂食嚥下のステージ





2024/1/15



介護③

ミールラウンド



神奈川県歯科医師会（中央連携室）
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介護④

在宅診療地域連携室



全連携室総計 平均コーディネート実績推移
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介護⑤

要介護高齢者歯科診療

令和6年より開設予定

対象者 在宅療養中の要介護高齢者
訪問診療では対応できない治療領域のフォローアップが必要な在宅療養者
（フレイルによる体力的問題、糖尿病等の全身的なハイリスク患者、抗凝固剤等の投薬状況
、現場の衛生的環境etc）

目的 在宅訪問診療の後方支援

場所 大和歯科医師会休日診療所

方法 移動手段のない方はタクシー又は介護タクシーにて移送

スタッフ 会員協力医 高齢者歯科専門医 麻酔専門医 歯科衛生士

診療日時 隔週 月2回 ９時から１３時





超高齢化社会における歯科の役割

「最期まで口から食べる」ことをサポートする
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